
政策分野２「産業・活力」 ◎ ： 新規
○ ： レベルアップ

35 ◎ 仮称)札幌ICT活用戦略策定事業 6,500 政）政策企画部

36 ○ 札幌駅交流拠点まちづくり推進事業 14,800 政）政策企画部

冬季オリンピック・パラリンピック招致 97,000 ス）スポーツ部

2017年アジア冬季競技大会開催 3,427,000 ス）スポーツ部

38 ◎ スポーツ施設公衆無線ＬＡＮ整備事業 120,000 ス）スポーツ部

○ 仕事と暮らしのライフプラン支援事業 36,200 子）子ども育成部

◎ テレワーク導入支援事業 6,200 経）産業振興部

40 ○ 企業立地促進事業 793,000 経）産業振興部

41 ◎ さっぽろ成長企業育成プロジェクト事業 10,000 経）産業振興部

42 ○ 健康関連産業研究開発支援事業 28,000 経）産業振興部

○ 食品海外販路拡大支援事業 54,000 経）産業振興部

外需獲得商材開発支援事業 26,000 経）産業振興部

外食産業海外展開支援事業 20,000 経）産業振興部

44 ○ 映画・音楽・ＩＴ複合イベント創出支援事業 55,000 経）産業振興部

45 ○ おもてなし推進事業 41,000 経）観光・ＭＩＣＥ推進部

46 ○ さっぽろホワイトイルミネーション事業 200,000 経）観光・ＭＩＣＥ推進部

国際観光誘致事業 96,600 経）観光・ＭＩＣＥ推進部

○ ＭＩＣＥ施設整備計画推進費 12,000 経）観光・ＭＩＣＥ推進部

48 ○ 就業サポートセンター等事業 173,000 経）雇用推進部

49 円山動物園新施設 1,018,800 環）円山動物園

50 ○ 園内小規模整備 39,700 環）円山動物園

◎ 算数にーごープロジェクト事業 16,400 教）学校教育部

◎ 小学校英語専門教師配置事業 344 教）学校教育部

○ 学校図書館司書配置事業 14,200 教）学校教育部

47

国際観光誘致・ＭＩＣＥ施設整備計画推進

51

課題探究的な学習を支える環境整備

37

冬季オリンピック・パラリンピック招致、2017冬季アジア札幌大会開催

39

ワーク・ライフ・バランスの推進

43

食関連企業の海外展開の推進

P. 事業名 事業費 所管部
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産業・
活力

政）政策企画部～国内外の活力を取り込む街

ビッグデータの活用、スマートフォンの普
及などＩＣＴの急速な発展に対応し、その積
極的な利活用を進めることで、地域の活性化、
行政サービスの効率化等を実現するための戦
略を策定

目的

仮称)札幌ＩＣＴ活用戦略策定事業
【新規】

(単位：千円）

要求額 査定額

0 11,664 6,500
(0) (11,664) (6,500) 

査定の考え方

H28予算の
特定財源

有識者会議等の開催経費の精査等

Ｈ27予算
Ｈ28予算

事業費

（うち一般財源）

[事業費6,500千円]

地域の抱える課題について、ＩＣＴ活用によ
る解決の可能性を有識者会議等により検証・検
討し、具体的な取組を仮称）札幌ＩＣＴ活用戦
略として策定

・戦略策定 4,200千円
・有識者報酬等（10人） 2,300千円

事業内容

取組イメージ

28.4～ 課題の検討、ICTによる解決可能性調査
28.4～ 有識者会議の開催 （４回程度）
29.1 ICT活用戦略素案公表、 パブコメ
29.3 ICT活用戦略策定

スケジュール

■ 暮らしの向上
・子育て、介護、女性の活躍⇒テレワークを活用した新たな雇用形態の創出
・医療、健康⇒遠隔医療・遠隔看護やヘルスケアアプリ等による健康管理
・除雪⇒道路状況、交通、気象等のビッグデータ活用による効率的な除排雪
■ 安全安心な社会の実現
・防災⇒防災、減災情報を受発信するICT基盤の強化による市民の安全確保
■ 産業振興
・観光⇒Wi-fi環境の整備拡充、ビッグデータを活用した観光客の行動分析

■ 行政の効率化、オープン化
・行政ICT化⇒公共データの効果的なオープンデータ化と活用促進
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産業・
活力

政）政策企画部
～国内外の活力を取り込む街

北海道新幹線の札幌延伸を見据え、国内外
からの来客を迎える札幌駅周辺の魅力を高め
るため、札幌駅交流拠点のまちづくりの方向
性を示し、北５西１街区及び北５西２街区を
はじめとする街区再整備の事業化を促進

目的

札幌駅交流拠点まちづくり推進事業

[事業費14,800千円]

関係地権者、事業者、有識者、関係行政機関等から
構成される仮称)札幌駅交流拠点まちづくり協議会を立
上げ、官民協働で仮称)札幌駅交流拠点まちづくり計画
（平成29年度策定予定）等を検討

・まちづくり計画の検討 9,000千円
・まちづくり協議会運営支援等 1,600千円
・周辺街区事業化検討 4,200千円

事業内容

(単位：千円）

要求額 査定額

5,162 15,056 14,800
(5,162) (12,056) (11,800) 

査定の考え方

H28予算の
特定財源

経費の精査

国庫支出金　3,000

Ｈ27予算
Ｈ28予算

事業費

（うち一般財源）

仮称）札幌駅交流拠点
まちづくり計画の想定範囲

北５西１
街区北５西2

街区
南口広場

北大
植物園

北海道庁

創
成
川

札幌駅

北口広場
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産業・
活力

～国内外の活力を取り込む街

冬季オリンピック・パラリンピック招致や
国際大会の開催を通じた、ウインタースポー
ツシティとしての誇りと愛着の醸成及び国内
外への札幌の魅力発信

目的

冬季オリンピック・パラリンピック招致
2017冬季アジア札幌大会開催

(単位：千円）

要求額 査定額

事業費 10,000 115,348 97,000
（うち一般財源） (10,000) (115,348) (97,000) 

事業費 660,000 3,427,000 3,427,000
（うち一般財源） (660,000) (2,982,546) (2,982,546) 

査定の考え方

H28予算の
特定財源

①　経費の精査

②　寄附金　200,000、諸収入　244,454

Ｈ27予算

①

②

Ｈ28予算

[事業費97,000千円]

② 2017年アジア冬季
競技大会開催

① 冬季オリンピック・
パラリンピック招致

冬季オリンピック・パラリンピック招致に向け、気
運醸成を図るＰＲイベントの実施や開催概要計画の市
民向け冊子などの作成、環境アセスメントなどの必要
な調査を実施

・ＰＲイベントの実施、冊子等作成 22,000千円
・環境アセスメント等調査の実施 30,000千円
・国際会議出席等 45,000千円

ス）スポーツ部

(公財)第８回札幌アジア冬季競技大会組織委員会
に対する補助等

・組織委員会補助金 3,188,189千円
・組織委員会貸付金 105,000千円
・その他管理費等 133,811千円

[事業費3,427,000千円]

また、将来の財政需要に対応するためオリンピッ
ク・パラリンピック基金を設置

【大会概要】
開催日程 平成29年２月19日(日)～26日(日）(８日間）
参加国数等 約30の国と地域から選手・役員約1,500人が参加
競技数 ５競技11種別64種目

※５競技：スキー・スケート・アイスホッケー・
カーリング・バイアスロン
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産業・
活力

ス）スポーツ部～北海道経済の成長をけん引する街

国際競技大会等で札幌市を訪れる外国人
観光客に対する利便性及び満足度の向上

目的

スポーツ施設公衆無線ＬＡＮ整備事業【新規】

(単位：千円）

要求額 査定額

0 133,990 120,000
(0) (133,990) (120,000) 

査定の考え方

H28予算の
特定財源

経費の精査

Ｈ27予算
Ｈ28予算

事業費

（うち一般財源）

[事業費120,000千円]

国際競技大会等が開催可能な市有スポーツ施設
に公衆無線ＬＡＮ環境を整備

【整備を想定する施設】
札幌ドーム 110,441千円
大倉山・宮の森ジャンプ競技場 4,762千円
その他スポーツ施設 4,797千円

事業内容 スケジュール

『Ｓａｐｐｏｒｏ Ｃｉｔｙ Ｗｉ-Ｆｉ』として整備

平成29年２月に開催される2017冬季アジア札幌大会
での利用が可能となるよう整備

平成28年４～５月 仕様検討・契約手続
６月～ 整備開始

平成29年１月 整備完了・供用開始

※Ｓａｐｐｏｒｏ Ｃｉｔｙ Ｗｉ－Ｆｉ
札幌市が運用する観光客向け無料Ｗｉ－Ｆｉサービス
(平成27年末現在、地下鉄駅16駅、コンベンションセンター、
大通公園等で利用可能)
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産業・
活力

子）子ども育成部～産業分野の人材を育む街

「若者への情報発信」と「企業支援」により、
ワーク・ライフ・バランス推進の好循環を生み
出し、社会全体で子育て世代を応援する環境を
整備

目的

ワーク・ライフ・バランスの推進

(単位：千円）

要求額 査定額

7,357 42,400 42,400
(7,357) (26,000) (26,000) 

査定の考え方

H28予算の
特定財源

要求のとおり

道支出金　16,400

Ｈ27予算
Ｈ28予算

事業費

（うち一般財源）

[事業費42,400千円]

札幌の未来を担う若者を対象に、ライフプランセミナーを実施するとともに、育休代替要員雇用への助成など、
企業に対する支援を充実させることにより、ワーク・ライフ・バランスを推進

○情報発信
・ライフプランセミナー（20回開催） 5,000千円
・若者向けポータルサイト作成・運営 3,200千円

○企業支援
・育児休業取得助成 （20社×200千円） 4,000千円
・育休代替要員雇用助成（20社×600千円） 12,000千円
・男性育児休暇取得助成（10社×100千円） 1,000千円
・企業向けセミナー 3,324千円
・企業訪問「ＷＬＢ見える化」促進（150社訪問） 4,000千円
・無料アドバイザー派遣、研修会、広報費等 3,676千円

・テレワーク導入支援【経）産業振興部実施分】 6,200千円

事業内容

経）産業振興部

中小企業が国・市制度を初めて利用の上、社員が育休取得し、
その代替要員を雇用した場合、最大1,300千円の助成

（単位：千円）≪育児休業における１企業当たり助成額の前年度比較≫

Ｈ27 Ｈ28 増減

育休取得（市） 200 200 0

代替要員雇用（市） - 600 600

代替要員雇用（国） 300 500 200

合計 500 1,300 800
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産業・
活力

経）産業振興部
～国内外の活力を取り込む街

雇用創出と産業振興のため、企業立地
を促進

目的

企業立地促進事業
(単位：千円）

要求額 査定額

562,500 812,584 793,000
(562,500) (812,584) (793,000) 

査定の考え方

H28予算の
特定財源

ＩＴ・コンテンツ・バイオ立地促進補助の件数
の精査等

Ｈ27予算
Ｈ28予算

事業費

（うち一般財源）

[事業費793,000千円]

コールセンター・本社機能、ＩＴ・コンテンツ企
業、食・バイオ産業等の立地を促進するため、積極
的な企業誘致ＰＲや立地企業に対する補助等を実施

・積極的な誘致ＰＲ等 24,500千円
・立地促進補助金 768,500千円

事業内容 補助件数

補助件数 Ｈ28予算

うち
新規移転立地

①コールセンター・本社機能 22 4

②ＩＴ・コンテンツ・バイオ 20 10

③製造業等（札幌圏） 20

（単位：件）

※新規移転立地：28年度に新規に市外から移転立地する企業
　　　　　　　　　　　への補助件数

ビジネス拠点としての札幌の魅力を発信し、
14件の新規移転を目標に立地を促進

【本社機能移転に対する開設費補助の新設】
・対象：工事費、事務機器購入費

（補助率1/2、上限60,000千円）

＜平成28年度予算における改正点＞
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産業・
活力

経）産業振興部

札幌経済のけん引役となり得る
企業を地域ぐるみで育成

目的

さっぽろ成長企業育成プロジェクト事業
【新規】

(単位：千円）

要求額 査定額

0 10,000 10,000
(0) (10,000) (10,000) 

査定の考え方

H28予算の
特定財源

要求のとおり

Ｈ27予算
Ｈ28予算

事業費

（うち一般財源）

[事業費10,000千円]

金融機関など経済界と連携し、
飛躍を目指す段階にある企業の経
営者を対象としたビジネスプラン
構築支援等を実施

・プロジェクト実施経費 10,000千円
（講師謝金、会場費等）

事業内容

人口減少やグローバル化の進展など地域経済を取り巻く環境が大きく変
化する中、札幌経済のけん引役となる企業の育成が必要

目指す姿

日本経済をリードする革新的な経営者を講師とし、イノベーションにつ
ながるビジネスプランの構築に向けた実践経営塾等を通じ、若手経営者
の経営力の向上を支援

②若手経営者向けビジネスプラン構築支援等

札幌経済のけん引役へと成長した企業により、新たな雇用やビジネスが
創出されることで、地域経済が活性化

③目指す効果

①現状

～国内外の活力を取り込む街
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産業・
活力

～北海道経済の成長をけん引する街

健康・医療・バイオなどの健康関連産業
における研究開発支援や事業化に向けた環
境整備により関連産業の集積と活性化

目的

健康関連産業研究開発支援事業
(単位：千円）

要求額 査定額

0 28,250 28,000
(0) (28,250) (28,000) 

査定の考え方

H28予算の
特定財源

経費の精査

Ｈ27予算
Ｈ28予算

事業費

（うち一般財源）

[事業費28,000千円]

研究開発の事業化・実用化と関連産業の集積
を促進

○ 大学等の若手研究者に対する補助（10件） 4,000千円
○ 企業と研究者の共同研究に対する補助

・「食・健康」分野（３件） 9,000千円
・「医療」分野（３件） 9,000千円

○ 医療研究事業化加速検討会運営 2,000千円
○ 医療関連産業への新規参入支援 2,400千円
○ 研究者・企業交流会等 1,600千円

事業内容

事業イメージ

シーズ育成

企業との共同研究促進

事業化促進

実用化の芽となるシーズを育成するため、若手研究者に対
して補助を行うとともに、企業とのマッチングを実施

シーズを実用化に結び付けるため、企業との共同研究
に対して補助

特に事業化・実用化の難しい医療分
野において、その実用化を加速するた
めの組織（加速化検討会）を編成し、
事業化を促進

新規参入支援

医療分野への参
入を検討する企業
を対象に新規参入
セミナーを実施

経）産業振興部
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産業・
活力

経）産業振興部
～国内外の活力を取り込む街

目的

食関連企業の海外展開の推進
(単位：千円）

要求額 査定額

事業費 36,924 54,000 54,000
（うち一般財源） (36,924) (54,000) (28,000) 

事業費 5,050 26,000 26,000
（うち一般財源） (5,050) (26,000) (13,000) 

事業費 0 20,000 20,000
（うち一般財源） (0) (20,000) (10,000) 

査定の考え方

H28予算の
特定財源

①②③　地方創生推進交付金の活用

①　国庫支出金　26,000　②　国庫支出金　13,000

③　国庫支出金　10,000

Ｈ27予算

①

③

Ｈ28予算

②

② 外需獲得商材開発支援事業① 食品海外販路拡大支援事業
[事業費26,000千円]

[事業費54,000千円]

市内食関連企業の海外事業展開を促進するため、
海外展示会への出展や、中国・ASEANへの道内商社を
活用した輸出の取組を支援

・海外展示会出展・バイヤー招聘等 6,000千円
・中国市場輸出ビジネス拡大事業【新規】 5,000千円
・ＡＳＥＡＮマーケット開拓事業【新規】 14,000千円
・留学生等のグローバルビジネス人材育成 2,500千円
・道産酒類販路拡大支援 1,500千円
・食専門コーディネーターによる相談対応等 25,000千円

人口減少時代を迎え国内市場が縮小す
る中、今後の成長が期待される食関連企
業の輸出促進や、外食企業の海外進出を
支援することで、市場規模が拡大を続け
る中国やＡＳＥＡＮ等の外需を獲得

③ 外食産業海外展開支援事業
[事業費20,000千円]

海外ニーズに応える輸出仕様食品の商品開発を支援

・輸出仕様食品製造支援補助 （10件） 20,900千円
・ＩＴローカライズ支援（５件） 5,100千円

展示会出展等を通して外食企業の海外進出を支援

・フランチャイズ専門展示会出展 10,000千円
・アジア圏でのテストマーケティング実施 10,000千円
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産業・
活力

経）産業振興部
～国内外の活力を取り込む街

目的

映画・音楽・ＩＴ複合イベント創出支援事業

[事業費55,000千円]

映画・音楽・ＩＴ（先端技術）を複合した産
学官連携イベント「Ｎｏ Ｍａｐｓ」の創出を
支援

・イベント開催負担金 50,000千円
・映画祭運営システム補助金等 5,000千円

事業内容

民間企業を中心とした産学官連携によ
るイベントの創出を支援し、クリエイ
ティブ産業の活性化や創業支援、企業等
の誘致、文化・芸術を通じた産業・観光
振興、シティプロモートなどを推進

年度 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 以降

イベント 通常映画祭 プレ開催 本開催 他のイベントとも連動

映画 音楽 ＩＴ

札幌国際短編映画祭に新
たな特色と拡がりを与え
るためのレベルアップ

サッポロバレー創生の地で
世界最先端のＩＣＴ関連技
術の総合イベントを創設

デジタル関連技術と融合し
た新たな音楽パフォーマン
ス、音楽ビジネスを発信

映画・音楽コン
ペティション

ＩＴ等のプレゼ
ンテーション

先端技術・サービ
ス等の展示・商談

ワークショップ起業・創業支援 セミナー ビジネス交流会

映画上映
音楽ライブ

(単位：千円）

要求額 査定額

27,800 54,800 55,000
(27,800) (54,800) (30,000) 

査定の考え方

H28予算の
特定財源

経費の精査、地方創生推進交付金の活用

国庫支出金　25,000

Ｈ27予算
Ｈ28予算

事業費

（うち一般財源）

事業イメージ

複合イベント「Ｎｏ Ｍａｐｓ」
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観光ボランティア

産業・
活力

経）観光・MICE推進部
～北海道経済の成長をけん引する街

来札者の満足度向上やリピーターの増加、
国際会議・大会等の誘致につなげるため、
街全体の「おもてなしのうねり」を創出

目的

おもてなし推進事業
(単位：千円）

要求額 査定額

12,887 39,037 41,000
(12,887) (39,037) (41,000) 

査定の考え方

H28予算の
特定財源

市民向け意識啓発について調査費の追加
事業者向け人材育成について経費の精査

Ｈ27予算
Ｈ28予算

事業費

（うち一般財源）

市民向け意識啓発の一環として、冬季アジア大会に
向けて、若者や留学生、企業などが大会参加者を歓
迎・応援するキャンペーンやプロモーションを実施す
るほか、観光事業者を対象としたセミナーや、若手経
営者を中心とした観光に関する研究会等を実施

[事業費41,000千円]

・市民向け意識啓発 15,000千円
・事業者向け人材育成 14,563千円
・観光ボランティアの活動支援等 11,437千円

事業内容 イメージ

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

市民向け
意識啓発

事業者向け
人材育成

2017

●冬季アジア大会
●札幌国際芸術祭

2018

●日本スポーツマスターズ

2019

●ラグビーワールドカップ

おもてなしの
うねり

2020

●東京オリンピック・パラリンピック
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産業・
活力

経）観光・MICE推進部～北海道経済の成長をけん引する街

目的

さっぽろホワイトイルミネーション事業

(単位：千円）

要求額 査定額

79,000 210,340 200,000
(79,000) (210,340) (200,000) 

査定の考え方

H28予算の
特定財源

経費の精査

Ｈ27予算
Ｈ28予算

事業費

（うち一般財源）

[事業費200,000千円]
事業内容

スケジュール

・新規オブジェ制作・設置
・実行委員会補助

さっぽろホワイトイルミネーションの
魅力アップによる、札幌観光における閑
散期（11～12月）の来札者数の増加及び
地元経済への波及効果の増大

さっぽろホワイトイルミネーションの来場者数増
加を図るため、「大通会場」の会場拡大、新規オブ
ジェ・装飾の制作・設置・保管、飲食エリアの展開、
参加型イベントを実施 【会場の拡大】

Ｈ27年８月 会場展開案コンペ（実施済）
Ｈ28年４月～５月 Ｈ28年度事業内容の審査

６月～ 新規オブジェ制作
11月 会場設営、オブジェ設置

第36回さっぽろホワイトイルミネーション

162,000千円
38,000千円

７丁目 ８丁目

Ｈ26年度
会場

Ｈ27年度
会場

Ｈ28年度
会場

１丁目 ２丁目 ３丁目 ４丁目 ５丁目 ６丁目

- 46 -



産業・
活力

経）観光・MICE推進部～北海道経済の成長をけん引する街

アジア諸国を中心とした外国人観光客誘致に
向けた取組を強化し、札幌への更なる外国人観
光客の増加を促進
国際会議や大規模な学会等のＭＩＣＥの誘致

を促進するため、ＭＩＣＥの受入基盤を強化

目的

国際観光誘致・ＭＩＣＥ施設整備計画推進

① 国際観光誘致事業 ② ＭＩＣＥ施設整備計画推進

[事業費96,600千円]

主として、東アジアやＡＳＥＡＮ主要６ヶ国からの旅行
客の誘致を図るため、旅行博出展、メディア招請、広告出
稿等の取組を実施

[事業費12,000千円]

(単位：千円）

要求額 査定額

事業費 97,830 96,591 96,600
（うち一般財源） (97,812) (96,061) (52,870) 

事業費 5,500 12,000 12,000
（うち一般財源） (5,500) (12,000) (12,000) 

査定の考え方

H28予算の
特定財源

①　経費の精査、地方創生推進交付金の活用

①　国庫支出金　43,200、諸収入 530

Ｈ27予算

①

②

Ｈ28予算

・ＭＩＣＥ施設整備基本計画の検討 12,000千円

ＭＩＣＥ受入基盤の強化を目的としたＭＩＣＥ施設整
備の具体的な整備エリアや施設の規模・機能等を検討

・訪客プロモーション 80,600千円
・新千歳空港への国際定期便就航に向けた誘致活動 5,800千円
・北京事務所によるプロモーション等 10,200千円
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産業・
活力

経）雇用推進部
～産業分野の人材を育む街

就業サポートセンターと各あいワーク
で、ハローワークと連携した就職支援を
実施し、求職者の希望にあわせた就職を
実現

目的

就業サポートセンター等事業
(単位：千円）

要求額 査定額

186,020 171,807 173,000
(185,833) (171,610) (172,803) 

査定の考え方

H28予算の
特定財源

高齢者向けセミナーの実施時間の精査等

諸収入　197

Ｈ27予算
Ｈ28予算

事業費

（うち一般財源）

[事業費173,000千円]

○就業サポートセンター・あいワークの運営
ハローワークと連携した職業相談・紹介のほか、

各種セミナー、資格取得講座などの就職支援を実施

○高齢者の就職支援を強化
各区での高齢者向けセミナーの開催、高齢者の雇

用を働きかける求人開拓により、高齢者が希望する
多様な就職を支援

・就業サポートセンター運営費 117,880千円
・あいワーク運営費 55,120千円

事業内容

就
職

就業サポートセンター・あいワーク

企業

求人の提出

マ
ッ
チ
ン
グ

・就職支援セミナー
・資格取得講座
・職場体験 など

（新規）高齢者向けセミナー
高齢者雇用の支援を充実

求人開拓

求
職
者

高
齢
者
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産業・
活力

～北海道経済の成長をけん引する街

動物にとっての飼育環境や来園者の満
足度の向上、絶滅が危惧される動物の積
極的な繁殖を図るため、新たな施設の整
備を実施

目的

円山動物園新施設

(単位：千円）

要求額 査定額

1,246,900 1,018,800 1,018,800
(384,900) (323,800) (323,800) 

査定の考え方

H28予算の
特定財源

市債　675,000（一般会計）、駐車場事業収入　20,000

（駐車場会計）

Ｈ27予算
Ｈ28予算

事業費

（うち一般財源）

事業内容

スケジュール

・ホッキョクグマ・アザラシ館建設 909,600千円
工事費（２年目／３年間）

・アジアゾウ導入 69,200千円
基本・実施設計、原産国等の交流

・類人猿館改築 20,000千円
基本・実施設計等

・円山公園第１駐車場増設（駐車場会計） 20,000千円
基本・実施設計等

[事業費1,018,800千円]

環）円山動物園

各事業の想定スケジュール

H28年度 H29年度以降

ホッキョクグマ・アザラシ館 工事 H29秋オープン（予定）

アジアゾウ導入 設計等 H30秋オープン（予定）

類人猿館改築 設計 H30秋オープン（予定）

第１駐車場増設 設計 H31全面開業
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産業・
活力

～北海道経済の成長をけん引する街

安全確保、動物にとっての飼育環境の
向上のため、動物管理センターからの改
善勧告や緊急点検結果への対応を始めと
する園内施設の改修等を実施

目的

園内小規模整備

(単位：千円）

要求額 査定額

22,912 50,503 39,700
(22,912) (50,503) (39,700) 

査定の考え方

H28予算の
特定財源

経費の精査

Ｈ27予算
Ｈ28予算

事業費

（うち一般財源）

[事業費39,700千円]

園内施設の改修等

・改善勧告対応 15,905千円

・緊急点検対応 10,462千円

・その他園内小規模整備 13,333千円

事業内容

スケジュール等

平成27年度に引き続き、柵の追加、劣化箇所の修繕、
危険個所の除去など順次改修を実施

環）円山動物園

＜主な改修箇所＞
【アフリカゾーン】

・キリン舎屋内外 ・カバ屋外 ・ライオン屋外 等
【アジアゾーン】

・寒帯館 ・ヒマラヤグマ舎 ・テナガザル舎屋外 等
【その他施設】

・エゾシカオオカミ舎屋外 ・チンパンジー舎屋内外 等
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産業・
活力

教）学校教育部
～産業分野の人材を育む街

課題探究的な学習の一層の充実を図る
ため、ひとりひとりの児童生徒に応じた
手厚い指導や、専門的な指導力を備えた
英語指導、学校図書館での学習の支援の
ための人員配置を充実

目的

課題探究的な学習を支える環境整備

(単位：千円）

要求額 査定額

事業費 0 17,125 16,400
（うち一般財源） (0) (17,071) (16,357) 

事業費 0 485 344
（うち一般財源） (0) (485) (344) 

事業費 3,100 15,750 14,200
（うち一般財源） (3,100) (15,750) (14,200) 

査定の考え方

H28予算の
特定財源

①②　研究推進校の消耗品等の精査

③　学校司書研修費の精査

①　諸収入　43千円

Ｈ27予算

①

③

Ｈ28予算

②

[事業費16,400千円]

② 小学校英語専門教師
配置事業【新規】

① 算数にーごープロジェクト
事業【新規】

[事業費344千円]

小学校５・６年生の算数の授業につ
いて、モデル事業を通して、25人程度
の少人数による指導体制の在り方の研
究を実施

・非常勤講師配置 12,077千円
・カリキュラム整備 4,323千円

全ての小学校で専門性を活かし
た英語指導を行うことを目指し、
担任外の教員の活用等により段階
的に英語専門教師を配置

・研究推進校（10校） 344千円

③ 学校図書館司書配置
事業

[事業費14,200千円]

全ての中学校に、段階的に学校
図書館司書を配置

・学校図書館司書配置 14,200千円

配置スケジュール
H28（30校） H29（60校）
H30（80校） H31（97校）

H28～H31:研究推進校10校
英語専門教師はH28より段階的に配置し、
H31に全校配置

モデル校数：H28（５校） H29(10校）
非常勤講師：H28（３人） H29(６人）
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